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図 10 死因（Cause）別年齢調整死亡

率（Group9) 

死因（Cause）別年齢調整死亡率

(Group 8) 

図9

国
Age Standardized Death Rates by Cause (Group 9) 

(Japan, B。，thSexes, 1950・2010)
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Cause 

4731 330 
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50690 332 

15 333 

23789 334 

42703 438 

174895 Total 172464 Total 
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因データと整合的な分類を検討する必要があると考えられる。

図15 死因（Cause）別年齢調整死亡

率（Group14) 

図 14 死因（Cause）別年齢調整死亡

率（Group13) 

目
Age Standardized Death Rates by Cause (Group 14) 

（」apan,Both Sexes, 1950-2010) 

国平

目
白
1
0寸

"' 中

Age S阻ndardizedDeath Rates by Cause (Group 13) 
(Japan, B。thSexes, 1950-2010) 

的
0
1＠
O

N

的

o
t＠
由
．
F

的
。
，
＠
口
F

曲
。
，
＠
O
的

号
0 

o 1950 2010 2日【］（］1990 1980 1970 1960 1950 2010 2000 1990 1980 1970 1960 

両arYear 

死因別死亡数の比較図16

nv 
no 

）－

4
 

由一

2

、／

一

a
一

Q
U

一
e
一

nu
一
nu
一

C
一K
一

I
「

一

（
一
no
一
no
－
 

G
u

－
 

－

一

n
d
 
no 

、、，J
－

L
H

一

ふ

L

－

I
’
一
a
一

77f

一
e一

D
一D一

C
一
相一

I
「

i

（
一
守，，
一

n
h
v

一
nu
－
 

－

一
Cause 

712 

119 713 

Cause 

722 

133 723 

1763 724 

614.5 half of 416 

2608 Total 2593.5 Total 

Group 15とGroup18

腎尿路生殖器系の疾患（Dise回esof the genitouri-

nary system）と Group18：先天奇形う変形および染色体異常（Congenital malforma-

Group 15: 

2.3.7 

図 17と図 18は、

tions /anomalies）の年齢調整死亡率の推移を示したものである。

Group 15：腎尿路生殖器系の疾患については 1994年と 1995年の間に大きなギャップ

が認められる。 HMD分類の Cause73(Nephritis and nephrosis）は ICD-9については

580～589、ICD-10についてはNOO～N05とN17で構成されているが、 ICD-9でこれに

含まれる基本分類585(Chronickidney disease）は ICD-10において N18に対応すると

この分類の取扱いの違いがグラ

ここについても日本の死因

考えられるものの、 HMD分類の方には含まれていない。

フに見られる大きなギャップの原因となっていると考えられ、
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